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史
料
研
究

　
　
　

ナ
シ
族
の
ト
ン
バ
文
字
に
よ
る
家
譜

　
　

廸
慶
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
三
壩
ナ
シ
族
郷
の
『
習
氏
家
譜
』　　

黒　

澤　
　

直　

道

　
　
　
　
　

一　
　

は　

じ　

め　

に　
　

ナ
シ
族
の
非
宗
教
テ
ク
ス
ト

　

西
南
中
国
に
居
住
す
る
ナ
シ
族
（
納
西
族
）
は
、
独
特
の
象
形
文
字
、「
ト
ン
バ
（
東
巴
）
文
字
」
を
持
つ
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
。
ナ

シ
族
に
は
、
ナ
シ
、
ナ
、
ナ
ズ
、
ナ
ハ
な
ど
複
数
の
自
称
集
団
が
あ
り
、
ト
ン
バ
文
字
の
他
に
も
一
字
一
音
の
音
節
文
字
で
あ
る
「
ゴ

バ
文
字
」
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
人
チ
ベ
ッ
ト
学
者
バ
コ
ー
は
、
チ
ベ
ッ
ト
、
四
川
、
雲
南
を
旅
し
、
そ
の
著
書 Les 

M
o-so

（
一
九
一
三
年
）
に
お
い
て
、
ナ
シ
族
の
言
語
・
文
字
・
宗
教
に
つ
い
て
記
述
し
た
。Les M

o-so

で
は
ナ
シ
族
の
ト
ン
バ
文
字
と

ゴ
バ
文
字
で
書
か
れ
た
経
典
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
ま
た
、
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
期
間
、

長
期
に
亘
っ
て
現
地
に
滞
在
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ロ
ッ
ク
は
、
多
く
の
ナ
シ
族
の
経
典
を
収
集
し
て
翻
訳
・
注
釈
を
行
い
、
ま
た
、
当
地

の
地
理
・
歴
史
に
関
わ
る
多
大
な
業
績
を
残
し
た
）
2
（

。
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
は
、
李
霖
燦
な
ど
中
国
人
研
究
者
が
こ
れ
に
続
き
、

一
二
一
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多
く
の
研
究
成
果
が
現
れ
た
）
3
（

。

　

こ
れ
ら
の
先
駆
的
な
研
究
の
関
心
は
主
に
ナ
シ
族
の
宗
教
に
あ
り
、
歴
史
史

料
や
経
典
資
料
か
ら
末
端
レ
ベ
ル
の
ナ
シ
族
社
会
の
変
化
を
考
察
す
る
よ
う
な

も
の
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
研
究
と
そ
の
後
の
中
華
人
民
共
和
国
成

立
（
一
九
四
九
年
）
以
降
に
行
わ
れ
た
研
究
に
お
い
て
は
、
ト
ン
バ
文
字
は
主
に

ト
ン
バ
と
呼
ば
れ
る
祭
司
に
よ
っ
て
儀
礼
で
朗
唱
さ
れ
る
経
典
に
使
わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
用
途
の
も
の
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
近
年
の
調
査
・
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
新
た
な
用
例
が
見
出
さ

れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ナ
シ
族
居
住
地
の
中
心
で
あ
る
雲
南
省
麗
江

市
の
よ
う
に
、
長
ら
く
漢
民
族
文
化
の
影
響
を
受
け
て
き
た
ナ
シ
族
社
会
で
は
、

文
字
史
料
は
主
に
漢
語
・
漢
字
を
用
い
て
記
さ
れ
、
ト
ン
バ
文
字
を
非
宗
教
テ

ク
ス
ト
に
用
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
一
方
、
麗
江
市
の
北
方
に
位
置
す
る

廸
慶
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
内
の
ナ
シ
族
居
住
地
の
よ
う
に
、
漢
民
族
文
化
の
影
響
が
比
較
的
少
な
い
地
域
で
は
、
ト
ン
バ
文
字
を
儀
礼

の
経
典
以
外
の
目
的
に
用
い
た
例
が
見
出
さ
れ
る
）
4
（

。

　

本
稿
で
は
、
ナ
シ
族
の
非
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
一
例
と
し
て
、
雲
南
省
廸
慶
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
市
の
三
壩
ナ
シ
族
郷

白
地
村
で
発
見
さ
れ
た
ト
ン
バ
文
字
に
よ
る
家
譜
の
読
音
と
解
釈
を
記
述
し
、
他
の
ナ
シ
族
の
系
譜
資
料
と
の
比
較
を
試
み
る
。
三
壩

東壩村

彝涼

一
二
二
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ナ
シ
族
郷
は
、
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
市
の
東
南
部
に
位
置
し
、
金
沙
江
を
挟
ん
で
ナ
シ
族
の
居
住
の
中
心
で
あ
る
麗
江
市
を
望
む
（
地
図
参

照
）。
一
九
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
人
口
は
一
万
二
八
〇
九
人
、
そ
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
ナ
シ
族
で

あ
っ
た
）
5
（

。
一
九
九
七
年
に
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
は
、
人
口
は
一
万
五
六
六
五
人
、
そ
の
六
二
・
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
ナ
シ
族
で
あ
る
）
6
（

。

ま
た
、
ナ
シ
族
以
外
に
は
、
漢
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
彝
族
、
回
族
、
リ
ス
族
な
ど
が
居
住
す
る
。
当
地
に
ナ
シ
族
が
住
み
始
め
た
時
期

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
地
出
身
の
学
者
で
あ
る
和
継
全
氏
は
、
そ
れ
を
八
世
紀
末
と
考
え
て
い
る
）
7
（

。
伝
承
で
は
、
当
地
の
ナ
シ
族

の
祖
先
は
「
北
方
」
か
ら
移
住
し
、
四
川
省
の
南
西
部
、
雲
南
省
と
の
境
に
近
い
涼
山
彝
族
自
治
州
木
里
ナ
シ
族
自
治
県
の
俄
亜
郷
へ

至
り
、
さ
ら
に
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
市
内
の
洛
吉
郷
を
経
て
、
当
地
に
住
み
着
い
た
と
い
う
）
8
（

。

　
　
　
　
　

二　

ナ
シ
族
に
お
け
る
祖
先
信
仰
と
家
譜

　

ナ
シ
族
固
有
の
信
仰
に
お
い
て
は
、
通
常
の
死
者
は
、
葬
儀
を
経
て
「
遠
い
代
の
祖
先
」、「
中
間
の
代
の
祖
先
」、「
近
い
代
の
祖
先
」

と
概
括
さ
れ
る
「
三
代
の
祖
先
」
の
列
に
入
り
、
死
去
し
た
個
人
の
名
は
記
憶
さ
れ
な
い
）
9
（

。
従
っ
て
、
初
代
か
ら
の
系
譜
を
家
譜
と
い

う
形
で
書
き
記
す
行
為
は
、
ナ
シ
族
本
来
の
文
化
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ナ
シ
族
の
祖
先
の
来
歴
を
語
る
ト
ン
バ
経

典
に
は
、
神
話
レ
ベ
ル
で
の
祖
先
の
系
譜
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
現
在
ま
で
連
な
る
系
譜
の
記
述
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
、
遠
祖
か
ら
現
在
ま
で
連
な
る
ナ
シ
族
の
系
譜
を
記
し
た
家
譜
と
し
て
こ
れ
ま
で
正
式
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
、
麗
江
の
土

司
（
元
代
以
降
、
中
央
王
朝
が
土
着
の
首
領
に
与
え
た
官
職
）
で
あ
っ
た
木
氏
の
系
譜
を
漢
語
で
記
し
た
『
木
氏
宦
譜
』
の
み
で
あ
っ
た
）
10
（

。

従
っ
て
、
本
稿
に
示
す
家
譜
は
、
そ
れ
自
体
が
珍
し
い
ト
ン
バ
文
字
に
よ
る
ナ
シ
族
の
家
譜
で
あ
る
と
同
時
に
、
木
氏
の
よ
う
な
権
力

一
二
三



36

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
二
巻
　

第
二
号

を
持
っ
た
一
族
で
は
な
い
、
一
般
の
ナ
シ
族
の
系
譜
と
し
て
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　

三　

ト
ン
バ
文
字
に
よ
る
『
習
氏
家
譜
』

　

本
稿
に
示
す
家
譜
は
、
ナ
シ
族
の
文
化
人
で
あ
る
和
尚
礼
氏
の
近
年
の
著
書
『
探
尋
納
人
古
遷
徙
路
（
ナ
人
の
古
移
動
路
を
訪
ね
る
）』

（
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
、
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
九
六
〜
九
七
頁
）。
こ
の
著
作
は
、
白
地
村
出
身
の

和
尚
礼
氏
が
、
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
ナ
シ
族
の
祖
先
が
移
住
し
て
き
た
ル
ー
ト
を
考
察
し
た
も
の
で
、
習
家
の
家

譜
は
そ
の
部
分
的
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
尚
礼
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
家
譜
は
自
身
が
そ
の
長
も
務
め
た
三
壩
ナ
シ
族
郷
文
化
站
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
白
地
恩
土
湾
村
の
習

家
で
発
見
し
、
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
家
譜
が
発
見
さ
れ
た
習
家
が
こ
の
村
に
移
住
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
和
尚
礼
氏
は
お
よ
そ

今
か
ら
八
〇
〇
年
か
ら
九
〇
〇
年
前
と
考
え
て
い
る
。
か
つ
て
、
同
村
に
は
習
を
名
乗
る
家
が
二
つ
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
つ
だ
け
と

な
っ
て
お
り
、
家
譜
は
か
つ
て
の
二
つ
の
家
に
共
通
す
る
家
系
を
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
麗
江
の
木
氏
の
祖
先
で
あ
る
阿
琮
阿
良

は
、
一
二
五
三
年
の
フ
ビ
ラ
イ
に
よ
る
大
理
征
服
の
際
に
元
朝
に
帰
順
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
和
尚
礼
氏
は
、
こ
の
家
譜
が
白
地
恩
水
湾
村
の
著
名
な
ト
ン
バ
、
甲
嘎
吉
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
甲
嘎
吉
は
、

他
の
資
料
で
は
鳩
干
吉
、
も
し
く
は
久
戛
吉
と
も
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
一
八
八
七
年
、
恩
水
湾
村
の
ト
ン
バ
の
家
系
に
生
ま

れ
、
二
五
歳
の
若
さ
で
高
位
の
ト
ン
バ
で
あ
る
大
ト
ン
バ
と
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
は
、
陶
雲
逵
、
李
霖
燦
な
ど
の
研
究
者

の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
も
な
り
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
後
は
麗
江
県
文
化
館
で
の
ト
ン
バ
経
典
の
翻
訳
作
業
に
協
力
し
、
一
九

一
二
四
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六
四
年
に
没
し
た
）
11
（

。
こ
の
家
譜
が
書
か
れ
た
直
接
的
な
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
習
家
は
当
時
著
名
で
あ
っ
た
大
ト
ン
バ
、
甲
嘎

吉
に
そ
の
作
成
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
和
尚
礼
氏
に
よ
れ
ば
、
他
の
実
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
地
の
一
部
の
家
に
お

い
て
は
、
他
の
ナ
シ
族
と
は
異
な
り
家
譜
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
）
12
（

。
漢
文
化
の
浸
透
が
比
較
的
遅
か
っ
た
当
地
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
家
譜
は
ト
ン
バ
文
字
で
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

和
尚
礼
氏
の
著
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
習
家
の
家
譜
に
は
、
そ
の
読
音
や
解
釈
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
家

譜
の
文
字
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
、
三
壩
ナ
シ
族
郷
東
壩
村
の
ト
ン
バ
で
あ
る
習
尚
洪
氏
に
音
読
を
依
頼
し
、
そ
の
読
音
を
記
述
し
た
。

そ
の
上
で
ナ
シ
語
の
テ
ク
ス
ト
を
和
訳
し
、
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
解
説
を
付
し
た
。
一
部
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
和
尚
礼
氏
お
よ
び

雲
南
省
社
会
科
学
院
東
巴
文
化
研
究
院
元
研
究
員
の
和
力
民
氏
よ
り
個
別
に
ご
教
示
を
得
た
が
、
全
て
の
文
責
は
筆
者
に
帰
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
表
紙
に
書
か
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、
こ
の
家
譜
を
『
習
氏
家
譜
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。『
習
氏
家
譜
』
は
、
ト
ン
バ
経

典
と
同
様
の
手
漉
き
の
紙
に
ト
ン
バ
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
全
体
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
彩
色
は
枠
線
の

間
を
塗
る
も
の
で
あ
り
、
色
が
着
い
て
い
る
文
字
は
僅
か
で
あ
る
。
和
尚
礼
氏
に
よ
る
同
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
表
紙
は
図
柄
や
文

字
が
描
か
れ
た
部
分
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
表
紙
一
】　　
　
　
　
　
　
　
【
表
紙
二
】

　
　
　
　
　

一
二
五
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表
紙
に
続
い
て
、
三
頁
に
亘
っ
て
系
譜
が
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
は
二
重
の
線
に
区
切
ら
れ
た
行
に
縦
に
記
さ
れ
、
縦
の
行
は
左
か

ら
右
に
進
む
。
行
の
中
は
祖
先
名
の
切
れ
目
に
従
っ
て
さ
ら
に
一
本
も
し
く
は
二
本
の
横
線
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。

【
一
頁
】　　
　
　
　
　
　
【
二
頁
】

　
　

　
　

　
　
　
　
　

四　

ナ
シ
語
に
よ
る
読
音
と
解
釈 【

三
頁
】

一
二
六
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一
二
七

　

以
下
に
『
習
氏
家
譜
』
の
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
読
音
と
解
釈
を
記
す
。
表
紙
以
降
は
、【
頁
数
―
左
か
ら
の
行
数
】
で
そ
の
位
置
を

示
す
。
ナ
シ
語
の
表
記
は
、
ナ
シ
語
の
ラ
テ
ン
文
字
に
よ
る
表
記
法
で
あ
る
「
ナ
シ
文
字
規
則
（
納
西
文
字
方
案
）」
に
拠
る
。
各
文
字

の
読
音
は
、
麗
江
で
の
一
般
的
な
発
音
を
示
し
て
い
る
。

【
表
紙
一
】

①
表
紙
の
装
飾
。

②
読
音
な
し
。「
死
者
済
度
」
の
経
典
の
表
紙
に
描
か
れ
る
図
柄
。
人
物
が
手
に
す
る
杖
は
、
ト
ン
バ
が
葬
儀
を
行
う
と
き
に
用
い
る
も

の
。

③
読
音
はcherl

、
段
状
の
線
で
「
世
代
」
の
連
続
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はbiuq

、
近
音
の
「
豚
（bbuq

）」
の
文
字
で
「
唱
え
る
」
を
表
す
（
仮
借
）。

⑤
読
音
はsal

、「
気
」
を
表
す
文
字
。
同
音
の
「（
神
霊
を
）
招
く
」
を
表
す
（
仮
借
）。

〔
読
音
〕cherl biuq sal.

〔
和
訳
〕
系
譜
を
述
べ
て
招
く
。

【
表
紙
二
】

１

３

５
４

２
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①
読
音
はxi
、「
稲
」
を
表
す
文
字
。
同
音
の
「
習
（
氏
）」
を
表
す
（
仮
借
）。

②
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はbiuq

、
近
音
の
「
豚
（bbuq

）」
の
文
字
で
「
唱
え
る
」
を
表
す
（
仮
借
）。

④
読
音
はsal

、「
気
」
を
表
す
文
字
。
同
音
の
「（
神
霊
を
）
招
く
」
を
表
す
（
仮
借
）。

⑤
読
音
はm

ei

、「
女
性
」
を
表
す
文
字
。
同
音
の
構
造
助
詞
「
〜
の
も
の
」
を
表
す
（
仮
借
）。

〔
読
音
〕xi cherl biuq sal m

ei.

〔
和
訳
〕
習
氏
の
系
譜
を
述
べ
て
招
く
も
の
だ
。

【
一
―
一
】

①
経
典
の
開
始
記
号
。
チ
ベ
ッ
ト
語
経
典
の
様
式
を
踏
襲
し
た
も
の
。

②
読
音
はm

ee

、「
天
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はssei

、「
ゼ
の
霊
」
を
表
す
文
字
。

一
二
八

１

２

３
４

５

１

２

３

４

５
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④
読
音
はtv

、「
水
桶
」
を
表
す
文
字
。
②
・
③
と
併
せ
て
祖
先
名
「
ム
ゼ
ト
ゥ
」m

eesseitv

の
発
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑤
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕m

eesseitv ddee cherl.

〔
和
訳
〕
ム
ゼ
ト
ゥ
の
一
代
。

〔
注
釈
〕
習
尚
洪
氏
の
読
音
で
はddee

（「
一
」
の
意
）
を
補
う
。

【
一
―
二
】

①
読
音
はjuq

、「
野
生
の
馬
」
を
表
す
文
字
。
口
か
ら
出
る
線
は
、
同
音
の
「
鳴
く(juq)

」
の
文
字
を
用
い
て
発
音
を
表
す
も
の
。
祖

先
名
「
ト
ゥ
ゼ
チ
ュ
」tvsseijuq

の
三
音
節
目
を
表
す
（
仮
借
）。

②
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はzzee

（
麗
江
で
の
発
音
はjji

）、「
ズ
と
呼
ば
れ
る
動
物
」
を
表
す
文
字
。
実
際
に
何
の
動
物
で
あ
る
か
は
不
明
。
祖
先
名
「
チ
ュ

ゼ
ズ
」juqsseizzee

の
三
音
節
目
を
表
す
（
仮
借
）。

④
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕tvsseijuq ddee cherl, juqsseizzee ddee cherl.

〔
和
訳
〕
ト
ゥ
ゼ
チ
ュ
の
一
代
、
チ
ュ
ゼ
ズ
の
一
代
。

一
二
九

１

２

３

４
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〔
注
釈
〕
習
尚
洪
氏
の
読
音
で
はddee

（「
一
」
の
意
）
を
補
う
。
広
く
知
ら
れ
る
ナ
シ
族
共
通
の
祖
先
名
で
あ
る
た
め
、
①
・
③
は
第
三

音
節
の
音
の
み
を
記
し
、
祖
先
名
全
体
は
記
さ
れ
な
い
。

【
一
―
三
】

①
読
音
はcoq

、「
象
」
を
表
す
文
字
。
祖
先
名
「
ズ
ゼ
ツ
ォ
」zzeesseicoq

の
三
音
節
目
を
表
す
（
仮
借
）。

②
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はcoqsseileeĺeéee

、
人
類
の
始
祖
「
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
グ
」coqsseileéeéee

を
表
す
文
字
。
他
の
経
典
で
は
、「
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
」

coqsseileéee

と
も
言
う
。

④
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕zzeesseicoq ddee cherl, coqsseileeĺeéee ddee cherl.

〔
和
訳
〕
ズ
ゼ
ツ
ォ
の
一
代
、
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
グ
の
一
代
。

〔
注
釈
〕
二
句
と
も
、
習
尚
洪
氏
の
読
音
で
はddee

（「
一
」
の
意
）
を
補
う
。

【
一
―
四
】

一
三
〇

１

２

３

４

１

２

３

４

５
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①
読
音
はee

、
本
来
は
「
宝
物
」
を
表
す
文
字
だ
が
、
転
じ
て
「
良
い
」
と
い
う
意
味
のee

と
読
む
。

②
読
音
はhee

、「
歯
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はnoq
、「
羽
毛
」
を
表
す
文
字
。
①
・
②
と
併
せ
て
祖
先
名
「
ウ
フ
ノ
」eeheeqnol

の
音
を
表
す
（
仮
借
、
た
だ
し
声
調
は
異
な

る
。
以
下
で
も
仮
借
で
は
声
調
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
）。

④
読
音
はddee

、「
大
き
い
」
を
表
す
文
字
。
同
音
の
「
一
」
を
表
す
（
仮
借
）。

⑤
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕eeheeqnol ddee cherl.

〔
和
訳
〕
ウ
フ
ノ
の
一
代
。

【
一
―
五
】

①
読
音
はnoq

、「
羽
毛
」
を
表
す
文
字
（
仮
借
）。

②
読
音
はpv

、「
男
性
器
、
オ
ス
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ノ
ベ
プ
」nolbbeipvq

の
第
一
・
三
音
節
の
音
を
表
す

（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はpv

、「
男
性
器
、
オ
ス
」
を
表
す
文
字
（
た
だ
し
、
何
故
二
文
字
並
ん
で
い
る
か
は
不
明
）。
祖
先
名
「
ベ
プ
オ
」bbeipv́o

の
第

一
三
一

１

２

３

４

５
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二
音
節
の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑤
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕nolbbeipvq ddee cherl, bbeipv́o ddee cherl.

〔
和
訳
〕
ノ
ベ
プ
の
一
代
、
ベ
プ
オ
の
一
代
。

〔
注
釈
〕
二
句
と
も
、
習
尚
洪
氏
の
読
音
で
はddee

（「
一
」
の
意
）
を
補
う
。

【
一
―
六
】

①
読
音
はo

、「
積
み
上
げ
た
穀
物
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はlvq

、「
持
ち
上
げ
る
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
オ
カ
ラ
」oqgálaq

の
第
一
・
三
音
節
の
音
を
表
す
（
仮

借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はgálaqqul

、
祖
先
名
「
カ
ラ
チ
ュ
」gálaqqul

を
表
す
文
字
。
人
物
の
頭
に
付
い
た
「
粟
（qul

）」
の
文
字
が
祖
先
名
の
第
三

音
節
の
音
を
表
す
。

⑤
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕oqgálaq ddee cherl, gálaqqul ddee cherl.

一
三
二

１

２

３

４

５
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〔
和
訳
〕
オ
カ
ラ
の
一
代
、
カ
ラ
チ
ュ
の
一
代
。

〔
注
釈
〕
二
句
と
も
、
習
尚
洪
氏
の
読
音
で
はddee

（「
一
」
の
意
）
を
補
う
。

【
一
―
七
】

①
読
音
はluaq

（
麗
江
で
の
発
音
はloq

）、「
牛
の
頸く
び

木き

」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はnaq

、「
黒
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ル
ヮ
ナ
」luanaq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はlei

、「
キ
バ
ノ
ロ
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はddvq

（
も
し
く
はddiq

）、「
蕨
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
レ
ド
ゥ
」leiddvq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕luanaq cherl, leiddvq cherl.

〔
和
訳
〕
ル
ヮ
ナ
の
代
、
レ
ド
ゥ
の
代
。

【
一
―
八
】

一
三
三

１

２

３

４

５

６

１

３

４

５

６
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①
読
音
はzhel

、「
水
鳥
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はdiu

、「
斧
」
を
表
す
文
字
と
「
物
を
打
つ
様
子
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
チ
ャ
テ
ュ
」zheldiu

の
音
を

表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl
、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はga

、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
借
用
。

⑤
読
音
はchv

、「
硝
水
」（
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
・
硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
水
）
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
カ
チ
ュ
」gachv

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕zheldiu cherl, gachv cherl.

〔
和
訳
〕
チ
ャ
テ
ュ
の
代
、
カ
チ
ュ
の
代
。

【
一
―
九
】

①
読
音
はw

e

、「
村
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はkel

、「
籠
」
を
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ワ
カ
」w

ekeq

の
音
を
表
す
（
近
音
に
よ
る
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

一
三
四

１

２

３

４

５
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④
読
音
はggv

、「
熊
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はyuq

、「
綿
羊
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
グ
ユ
」ggvyuq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕w

ekeq cherl, ggvyuq cherl.

〔
和
訳
〕
ワ
カ
の
代
、
グ
ユ
の
代
。

【
二
―
一
】

①
読
音
はw

e

、「
村
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はleel

、「
牛
に
つ
く
寄
生
虫
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ワ
ル
」w

éleel

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はw

e

、「
村
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はm

aq

、「
バ
タ
ー
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ワ
マ
」w

em
aq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕w

éleel cherl, w
em

aq cherl.

〔
和
訳
〕
ワ
ル
の
代
、
ワ
マ
の
代
。

一
三
五

１

２

３

４

５
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【
二
―
二
】

①
読
音
はggv
、「
熊
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はpiq

ま
た
はqiq
、「
肩
甲
骨
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
グ
ピ
（
も
し
く
は
グ
チ
）」ggvpi

（qi

）
の
音
を
表

す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はggv

、「
熊
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はkee

、「
足
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
グ
ク
」ggvkee

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕ggvpi

（qi

）cherl, ggvkee cherl.

〔
和
訳
〕
グ
ピ
（
グ
チ
）
の
代
、
グ
ク
の
代
。

【
二
―
三
】

①
読
音
はggv

、「
熊
」
を
表
す
文
字
。

一
三
六

１
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②
読
音
はree

、「
蛇
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
グ
ジ
」ggvree

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はlaq
、「
手
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はssiuq
、
星
座
の
名
前
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ラ
ズ
ュ
」laqssiuq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕ggvree cherl, laqssiuq cherl.

〔
和
訳
〕
グ
ジ
の
代
、
ラ
ズ
ュ
の
代
。

【
二
―
四
】

①
読
音
はbbe

、「
足
の
裏
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はbbaq

、「
花
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
バ
バ
」bbebbaq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はbbe

、「
足
の
裏
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はhee

、「
歯
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
バ
フ
」bbeheeq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

一
三
七

１

２

３

４
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〔
読
音
〕bbebbaq cherl, bbeheeq cherl.

〔
和
訳
〕
バ
バ
の
代
、
バ
フ
の
代
。

【
二
―
五
】

①
読
音
はkee

、「
犬
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はsal

、「
気
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ク
サ
」keesa

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はlaq

、「
手
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はgga

、「
勝
利
の
神
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ラ
ガ
」laqgga

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕keesa cherl, laqgga cherl.

〔
和
訳
〕
ク
サ
の
代
、
ラ
ガ
の
代
。

【
二
―
六
】

一
三
八

１

２
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４

５
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１
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①
読
音
はnaq

、「
黒
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はgu

、「
生
姜
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ナ
ク
」naqgu

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はlaq
、「
手
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はhee

、「
歯
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ラ
フ
」lalhee

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕naqgu cherl, lalhee cherl.

〔
和
訳
〕
ナ
ク
の
代
、
ラ
フ
の
代
。

【
二
―
七
】

①
読
音
はyi

、「（
水
が
）
漏
れ
る
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はdder

、「
竹
の
簀
の
子
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はjjeq

、「
錘お
も
り」
を
表
す
文
字
。
①
・
②
と
③
で
併
せ
て
祖
先
名
「
イ
ダ
ジ
ュ
」yidderljjeq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

④
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はjjeq

、「
錘
」
を
表
す
文
字
。

一
三
九

１

２

３

４

５
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⑥
読
音
はtal

、「
塔
」
を
表
す
文
字
（tal

は
漢
語
借
用
語
）。
⑤
と
⑥
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ジ
ュ
タ
」jjetaq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑦
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕yidderljjeq cherl, jjetaq cherl.

〔
和
訳
〕
イ
ダ
ジ
ュ
の
代
、
ジ
ュ
タ
の
代
。

【
二
―
八
】

①
読
音
はyi

、「（
水
が
）
漏
れ
る
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はddvq

、「
蕨
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
イ
ド
ゥ
」yiddvq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はnaq

、「
黒
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はgga

、「
勝
利
の
神
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ナ
ガ
」naqgga

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕yiddvq cherl, naqgga cherl.

〔
和
訳
〕
イ
ド
ゥ
の
代
、
ナ
ガ
の
代
。

【
二
―
九
】

一
四
〇

１

２

３

４
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①
読
音
はggee
、「
噛
む
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はm

aq
、「
バ
タ
ー
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はjjeq

、「
錘
」
を
表
す
文
字
。
①
・
②
と
③
で
併
せ
て
祖
先
名
「
グ
マ
ジ
ュ
」ggeem

ajjeq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

④
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はe

、「
口
か
ら
声
を
出
す
」
を
表
す
文
字
。

⑥
読
音
はzzeeq

（
麗
江
で
の
発
音
はjjiq
）、「
水
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕ggeem

ajjeq cherl, ezzee　
　

〔
和
訳
〕
グ
マ
ジ
ュ
の
代
、
ア
ズ
…
…
（
次
行
に
続
く
）

【
三
―
一
】

①
読
音
はhee

、「
歯
」
を
表
す
文
字
。
前
頁
の
⑤
・
⑥
と
こ
の
①
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ア
ズ
フ
」ezzeehee

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

②
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

③
読
音
はe

、「
口
か
ら
声
を
出
す
」
を
表
す
文
字
。

一
四
一

１
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④
読
音
はzhee

、「（
人
が
）
ぶ
ら
下
が
る
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はgga

、「
勝
利
の
神
」
を
表
す
文
字
。
③
・
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ア
チ
ガ
」ezheegga

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕　　

hee cherl, ezheegga cherl.

〔
和
訳
〕（
前
行
か
ら
続
く
）
…
…
フ
の
代
、
ア
チ
ガ
の
代
。

【
三
―
二
】

①
読
音
はe

、「
口
か
ら
声
を
出
す
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はpv

、
字
源
は
不
明
。

③
読
音
はgu

、「
生
姜
」
を
表
す
文
字
。
①
・
②
と
③
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ア
プ
ク
」epvgu

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

④
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はgel

、「
鷹
」
を
表
す
文
字
。

⑥
読
音
はshuq

、
斧
の
形
で
「
鉄
」
を
表
す
文
字
。
⑤
と
⑥
で
併
せ
て
祖
先
名
「
カ
シ
ョ
」gelshuq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑦
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕epvgu cherl, gelshuq cherl.

一
四
二

１
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〔
和
訳
〕
ア
プ
ク
の
代
、
カ
シ
ョ
の
代
。

〔
注
釈
〕「
ア
プ
（epv

）」
は
「
祖
父
、
長
老
」
の
意
味
。

【
三
―
三
】

①
読
音
はe

、「
口
か
ら
声
を
出
す
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はpv

、
字
源
は
不
明
。

③
読
音
はzhel

、「
水
鳥
」
を
表
す
文
字
。
①
・
②
と
③
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ア
プ
チ
ャ
」epvzhel

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

④
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕epvzhel cherl.

〔
和
訳
〕
ア
プ
チ
ャ
の
代
。

【
三
―
四
】

①
読
音
はyi

、「（
水
が
）
漏
れ
る
」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はgga

、「
勝
利
の
神
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
祖
先
名
「
イ
ガ
」yiggaq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

一
四
三
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③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
はdo

、「
板
」
を
表
す
文
字
。

⑤
読
音
はcei
、「
塩
」
を
表
す
文
字
。
④
と
⑤
で
併
せ
て
祖
先
名
「
ト
ツ
ェ
」doceiq

の
音
を
表
す
（
仮
借
）。

⑥
読
音
はcherl
、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

〔
読
音
〕yiggaq cherl, doceiq cherl.

〔
和
訳
〕
イ
ガ
の
代
、
ト
ツ
ェ
の
代
。

【
三
―
五
】

①
読
音
はso

、「
秤は
か
り」
を
表
す
文
字
。

②
読
音
はnoq

、「
羽
毛
」
を
表
す
文
字
。
①
と
②
で
併
せ
て
「
ソ
ノ
」sono

の
発
音
を
表
す
（
仮
借
）。

③
読
音
はcherl

、「
世
代
」
を
表
す
文
字
。

④
読
音
な
し
。「
祖
先
（yuq

）」
を
表
す
文
字
だ
が
、
発
音
は
さ
れ
な
い
。
同
音
の
「
猿
」
で
そ
の
音
を
表
す
。
ま
た
、
足
の
形
と
動
き

を
表
す
線
で
「
歩
く
」
を
意
味
す
る
。
併
せ
て
、「
祖
先
は
こ
の
よ
う
に
歩
い
て
き
た
」
を
意
味
す
る
。

〔
読
音
〕sono cherl.

〔
和
訳
〕
ソ
ノ
の
代
。（
祖
先
は
こ
の
よ
う
に
歩
い
て
き
た
。）

一
四
四

１

２
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五　
『
習
氏
家
譜
』
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
形
式
的
特
徴　
　

用
紙
の
向
き
と
書
写
方
向

　

儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
ト
ン
バ
経
典
は
、
一
般
に
は
手
漉
き
の
紙
を
横
向
き
に
用
い
る
（
上
図
）。
文
字
は
フ

レ
ー
ズ
ご
と
に
コ
マ
で
区
切
ら
れ
、
コ
マ
の
進
み
方
は
左
か
ら
右
で
あ
り
、
右
端
に
至
る
と
下
の
行
に
移
る
。

各
コ
マ
内
の
文
字
の
配
列
は
か
な
り
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
が
ト
ン
バ
文
字
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る
が
、
コ

マ
の
配
列
か
ら
見
れ
ば
、
基
本
的
に
は
横
書
き
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
形
態
上

の
特
徴
は
、
大
き
く
見
れ
ば
チ
ベ
ッ
ト
語
経
典
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
習
氏
家
譜
』
で
は
、
他
の
ト
ン
バ
経
典
と
同
様
の
紙
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
紙
自
体
が
横
向
き
に
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
一
般
の
経
典
と
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
、
祖
先
の
系
譜
を
記
す
文
字
は
縦
書
き
に
な
っ
て
お

り
、
下
端
に
至
る
と
右
へ
改
行
す
る
。
こ
の
よ
う
な
縦
書
き
の
文
字
配
列
は
、
一
般
的
な
ト
ン
バ
経
典
の
あ

り
方
と
し
て
は
か
な
り
異
質
で
あ
り
、
最
も
あ
り
得
る
の
は
や
は
り
漢
語
の
テ
ク
ス
ト
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

紙
の
使
用
は
横
向
き
で
あ
り
な
が
ら
、
文
字
の
書
写
方
向
が
縦
書
き
と
い
う
形
態
が
、『
習
氏
家
譜
』
の
形
式

的
な
特
徴
で
あ
る
。

一
四
五
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（
二
）
内
容
的
特
徴　
　

祖
先
名
に
つ
い
て

　
『
習
氏
家
譜
』
に
記
さ
れ
た
祖
先
の
系
譜
は
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⓐ
ム
ゼ
ト
ゥ
【
一
―
一
】
か
ら
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
グ
【
一
―
三
】（
二
人
目
）
ま
で
。

Ⓑ
ウ
フ
ノ
【
一
―
四
】
か
ら
カ
ラ
チ
ュ
【
一
―
六
】（
二
人
目
）
ま
で
。

Ⓒ
ル
ヮ
ナ
【
一
―
七
】（
一
人
目
）
か
ら
ソ
ノ
【
三
―
五
】
ま
で
。

　

こ
の
う
ち
、
Ⓐ
と
Ⓑ
の
部
分
は
、
ト
ン
バ
経
典
資
料
や
漢
語
で
記
さ
れ
た
『
木
氏
宦
譜
』
に
も
同
様
の
系
譜
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
ナ
シ
族
共
通
の
祖
先
の
系
譜
と
言
え
る
が
、
細
部
に
は
違
い
も
見
ら
れ
る
。
ト
ン
バ
経
典
を
中
心
に
ナ
シ
族
を
研
究
し
た
李
霖
燦

は
、
祖
先
の
名
を
述
べ
る
ト
ン
バ
経
典
と
『
木
氏
宦
譜
』
に
見
ら
れ
る
系
譜
を
「
上
古
時
代
」、「
中
古
時
代
」、「
近
古
時
代
」、「
信
史

時
代
」
と
区
分
し
た
）
13
（

。
こ
れ
に
従
え
ば
、『
習
氏
家
譜
』
の
Ⓐ
は
「
上
古
時
代
」、
Ⓑ
は
「
中
古
時
代
」、
Ⓒ
は
「
近
古
時
代
」
及
び
「
信

史
時
代
」
に
相
当
す
る
。
ま
た
、『
習
氏
家
譜
』
で
は
、
Ⓐ
と
Ⓑ
で
は
一
貫
し
て
数
字
の
一
（ddee

）
が
入
っ
て
い
る
が
、
Ⓒ
に
は
入
っ

て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
Ⓐ
・
Ⓑ
と
Ⓒ
は
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
の
表
１
に
、
ト
ン
バ
経
典
の
『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
）
14
（

』
や
『
ツ
ォ
バ
サ
）
15
（

』、
お
よ
び
『
木
氏
宦
譜
』
の
一
つ
で
あ
る
『
木
氏
歴
代
宗
譜

碑
』
に
見
え
る
系
譜
と
『
習
氏
家
譜
』
Ⓐ
と
の
比
較
を
示
す
。

　

ナ
シ
族
の
系
譜
に
は
他
の
南
方
少
数
民
族
と
も
共
通
す
る
父
子
連
名
制
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ト
ン

バ
経
典
や
『
木
氏
宦
譜
』
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）
16
（

。『
習
氏
家
譜
』
に
お
い
て
も
、
Ⓐ
の
系
譜
に
は
父
子
連
名
制
の
特
徴
が

見
出
せ
る
。
た
だ
し
、『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
』
と
『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
に
見
ら
れ
る
父
子
連
名
制
が
、「
ム
ゼ
ツ
ツ
、
ツ
ツ
ツ
ユ
、
ツ
ユ
ツ

一
四
六
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チ
ュ
…
…
」
の
よ
う
に
、﹇
父
名
（
二
音
節
）　　

子
名
（
二
音
節
）﹈
の
四
音

節
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
習
氏
家
譜
』
Ⓐ
の
連
名
制
は
、﹇
父
名
（
一

音
節
）　　

ssei　
　

子
名
（
一
音
節
）﹈
で
あ
り
、ssei

を
挿
入
し
た
三
音
節

で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
）
17
（

。
ま
た
、
祖
先
名
そ
の
も
の
は
、

『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
』
や
『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
に
見
ら
れ
る
も
の
よ
り
二
代
少

な
く
、
二
代
目
と
四
代
目
の
祖
先
名
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
連
名
自
体
は

保
た
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
ト
ン
バ
経
典
と
『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』

に
見
え
る
系
譜
の
方
が
、
繰
り
返
し
の
余
剰
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ト
ン
バ
経
典
『
ツ
ォ
バ
サ
』
の
系
譜
は
、
四
代
目
が
欠
落
し
て
い

る
点
と
、
五
・
六
代
目
が
『
習
氏
家
譜
』
と
同
様
に
三
音
節
で
構
成
さ
れ

て
い
る
点
を
見
る
と
、『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
』・『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
と
『
習
氏

家
譜
』
の
中
間
的
な
状
態
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

続
く
Ⓑ
の
部
分
の
祖
先
名
に
つ
い
て
は
、
細
部
に
多
少
の
違
い
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、『
ツ
ォ
バ
サ
』、『
習
氏
家
譜
』、『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
と
も

ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

　

Ⓒ
の
部
分
に
相
当
す
る
系
譜
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
ナ
シ
族
の
系
譜
と

表 1
代数 ／史料 ツォバトゥ 木氏歴代宗譜碑 ツォバサ 習氏家譜Ⓐ
一 meesseiceeceeq 天羨従従 meesseiceeceeq Meesseitvi)

二 ceeceeqceeyuq 従従従羊 ceeceeqceeyuq 　　　
三 ceeyuqceejuq 従羊従交 ceeyuqceejuq tvsseijuq
四 ceejuqjuqssei 従交交羨 　　　 　　　
五 juqsseizzissei 交羨比羨 juqseizzi Juqsseizzeeii)

六 zzisseicoqssei 比羨草羨 zzisseicoq zzeesseicoq
七 coqsseileeĺee 草羨里為為 coqsseileeĺee coqsseileeĺeéeeiii)

i) ceeと tvは音声的にやや近い。
ii) zziとzzeeは方言的差異。
iii) ツォゼルググ（coqsseileeĺeéee）の最後の「グ（ee）」は「良い」を意味す
る形容詞であり（李霖燦註（ 3）所掲書（1972）43頁）、その名前自体はツォ
ゼルグである。『ツォバトゥ』に見えるナシ族の洪水神話では、「ルグの五兄弟」
が登場し、そのうちの「良いルグ」のみが生き残り、「悪いルグ」をはじめと
する他の兄弟は死ぬ。

一
四
七
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し
て
公
刊
さ
れ
た
資
料
と
し
て
は
、『
木
氏
宦
譜
』
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
Ⓒ
の
部
分
に
至
る
直
前
の
哥
来
秋
（gálaqqul

）
に
は
買

（m
eiq

）、
何
（hoq

）、
束
（shvl

）、
葉
（yeq

）
の
四
人
の
息
子
が
お
り
、
四
男
の
葉
（yeq

）
の
一
七
代
後
が
葉
古
年
、
そ
の
六
代
後
が
秋

陽
で
、
こ
れ
が
木
氏
の
系
譜
に
連
な
る
）
18
（

。
以
下
に
二
つ
の
『
木
氏
宦
譜
』
に
記
さ
れ
た
系
譜
を
示
す
（
傍
点
は
筆
者
）。

『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
）
19
（

』

葉
古
年　

秋
陽　

陽
音
都
谷　

都
谷
剌
具　

剌
具
普3

蒙　

普
蒙
普3

王　

普
王
剌
完　

剌
完
西3

內　

西
內
西3

可　

西
可
剌
土　

剌
土

俄
均　

俄
均
牟3

具　

牟
具
牟3

西　

牟
西
牟3

瑳　

牟
瑳
牟3

樂　

牟
樂
牟3

保　

牟
保
阿3

琮　

阿
琮
阿3

良　

阿
良
阿3

胡　

阿
胡
阿3

烈　

阿

烈
阿3

甲　

阿
甲
阿3

得　

阿
得
阿3

初　

阿
初
阿3

土　

阿
土
阿3

地　

阿
地
阿3

寺　

阿
寺
阿3

牙　

阿
牙
阿3

秋　

阿
秋
阿3

公　

阿
公
阿3

目　

阿
目
阿3

都　

阿
都
阿3

勝　

阿
勝
阿3

宅　

阿
宅
阿3

寺　

阿
寺
阿3

春

『
続
雲
南
通
志
稿
）
20
（

』

葉
古
年　

秋
陽　

陽
音
都
谷　

剌
具　

普3

蒙　

普3

王　

剌
完　

西3

內　

西3

可　

剌
土　

俄
均　

牟3

具　

牟3

西　

牟3

磋　

牟3

樂　

牟3

保　

阿3

琮
（
麥3

琮
）　

阿3

良
（
麥3

良
）

　
『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
で
は
、
秋
陽
か
ら
数
え
て
第
三
四
代
の
阿
寺
阿
春
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
父
子
連
名
制
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、

『
習
氏
家
譜
』
Ⓒ
で
は
、
父
子
連
名
制
は
【
二
―
七
】
の
イ
ダ
ジ
ュ
（yidderjjeq

）
か
ら
ジ
ュ
タ
（jjeqtal

）
へ
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、『
習
氏
家
譜
』
Ⓒ
で
は
こ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
、
近
接
す
る
世
代
に
共
通
す
る
接
頭
辞
的
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
中

で
も
【
一
―
九
】
か
ら
【
二
―
四
】
の
間
で
顕
著
で
あ
る
（
表
2
）。

　

こ
こ
で
は
、w

e

が
名
前
の
一
音
節
目
と
な
る
も
の
が
三
例
、ggv

が
名
前
の
一
音
節
目
と
な
る
も
の
が
四
例
あ
り
、
そ
れ
ら
は
互
い

一
四
八
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に
近
接
し
て
い
る
。
ま
た
、bbe

も
二
世
代
に
亘
っ
て
出
現
す
る
。

　

一
方
、【
二
―
五
】
以
降
で
は
、yi

と
い
う
音
が
名
前
の
第
一
音
節
に
三
回
出
現
す
る
も
の
の
、
互
い
に
離
れ
て
お
り
、
上
の
例
と
は

や
や
性
質
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
に
近
い
世
代
の
【
三
―
二
】
か
ら
【
三
―
三
】
に
は
、「
祖
父
、
長
老
」
を
意
味
す
る

epv

を
名
前
に
冠
す
る
形
式
が
見
ら
れ
る
。epv

は
尊
敬
を
こ
め
て
現
在
の
話
し
言
葉
で
も
使
わ
れ
る
語
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
現
在
か

ら
の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る
名
前
で
あ
る
。

　

近
接
す
る
世
代
に
見
え
る
接
頭
辞
的
特
徴
が
何
ら
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
意
味
す
る
標
識
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
現
時
点
で
は
明
確
に

断
言
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が
Ⓒ
の
部
分
の
比
較
的
早
い
時
期
に
出
現
し
、
そ
の
後
は
消
失
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
ナ
シ
族
社
会

の
変
化
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
う
一
度
『
木
氏
宦
譜
』
を
見
直
し
て
み
る
と
、『
続
雲
南
通
志
稿
』
で
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
本
人
の

名
前
だ
け
を
見
た
場
合
、
こ
こ
に
も
「
普
―
」、「
西
―
」、「
牟
―
」、「
阿
―
（
麥
―
）」
と
い
っ
た
近
接
す
る
世
代
に
共
通
す
る
接
頭
辞

的
特
徴
が
見
出
せ
る
（
傍
点
部
分
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
、
剌
具
以
下
の
名
前
で
は
「
剌
―
」
が
三
例
と
「
俄
―
」
が
一
例
の
み

と
な
る
）
21
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
阿
琮
以
降
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
元
朝
に
帰
順
す
る
前
後
か
ら
は
全
て
「
阿
―
」
と
な
る
。
あ

る
時
期
ま
で
は
複
数
の
接
頭
辞
的
特
徴
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
多
様
性
が
見

ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
点
で
は
、『
習
氏
家
譜
』
と
も
共
通
点
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
こ

れ
は
あ
く
ま
で
仮
説
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
定
の
多
様
性
を
持
っ
た
集
団
が
統
一
さ

れ
て
ゆ
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
木
氏
の
祖
先
が
元
朝
に
帰
順

表 2

位置 祖先名
1-9 wekel

1-9 ggvyuq

2-1 wéleel

2-1 wemaq

2-2 ggvpi(qi)

2-2 ggvkee

2-3 ggvree

2-3 laqssiuq

2-4 bbebbaq

2-4 bbeheeq

一
四
九
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し
た
一
方
で
、
フ
ビ
ラ
イ
の
軍
に
抵
抗
し
た
そ
れ
以
外
の
ナ
シ
族
の
首
領
は
皆
討
伐
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
22
（

。

　
　
　
　
　

六　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
ナ
シ
族
の
非
宗
教
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
三
壩
ナ
シ
族
郷
白
地
村
で
見
出
さ
れ
た
『
習
氏
家
譜
』
に
つ
い
て
、
そ
の
読
音
と

解
釈
を
記
述
し
、『
木
氏
宦
譜
』
な
ど
他
の
家
譜
資
料
と
の
比
較
を
試
み
た
。
形
式
面
で
は
、『
習
氏
家
譜
』
は
一
般
の
ト
ン
バ
経
典
と

同
様
に
紙
を
横
向
き
に
用
い
な
が
ら
も
、
文
字
は
縦
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
漢
語
の
テ
ク
ス
ト
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

　

内
容
面
で
は
、『
習
氏
家
譜
』
Ⓐ
・
Ⓑ
の
部
分
は
、
他
の
ト
ン
バ
経
典
や
『
木
氏
宦
譜
』
と
大
枠
で
は
共
通
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
Ⓐ

の
部
分
に
は
独
自
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
か
つ
、
そ
れ
が
既
存
の
ト
ン
バ
経
典
資
料
に
見
ら
れ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
一
助
と

な
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
一
方
、
Ⓒ
の
部
分
の
系
譜
で
は
、『
木
氏
宦
譜
』
に
特
徴
的
な
父
子
連
名
制
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
代
わ

り
、
一
部
の
近
接
す
る
祖
先
名
に
は
接
頭
辞
的
な
特
徴
が
見
ら
れ
、
こ
れ
が
集
団
の
統
一
な
ど
、
末
端
レ
ベ
ル
の
ナ
シ
族
社
会
に
お
け

る
過
去
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、『
習
氏
家
譜
』
Ⓐ
か
ら
見
る
と
、『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
の
祖
先
名
は
極
め
て
整
っ
た
表
記
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
般
人

の
家
譜
で
あ
る
『
習
氏
家
譜
』
Ⓒ
に
は
父
子
連
名
制
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、『
木
氏
宦
譜
』
で
も
、『
続
雲
南
通
志
稿
』
の
よ
う
に
本
人
の

名
前
だ
け
を
記
す
方
法
も
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
の
よ
う
な
整
っ
た
表
記
の
仕
方
は
、
多
分
に
権
力
の
正
統

性
を
示
す
目
的
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、『
習
氏
家
譜
』
の
よ
う
な
ナ
シ
族
の
非
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
発
掘
と
検
討

は
、
前
近
代
に
お
け
る
ナ
シ
族
社
会
の
よ
り
一
層
の
解
明
に
寄
与
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
五
〇
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本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
「
ナ
シ
学
確
立
を
目
指
し
た
歴
史
史
料
の
基
盤
整
備
と
前
近
代
ナ
シ
族
社
会
経
済

史
の
研
究
」（
基
盤
研
究C

（18K
01018

）、
研
究
代
表
者
・
山
田
勅
之
）
及
び
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
共

同
利
用
・
共
同
研
究
課
題
「
ア
ジ
ア
文
字
研
究
基
盤
の
構
築
一
―
文
字
学
に
関
す
る
用
語
・
概
念
の
研
究
、
二
―
文
字
学
に
関
す
る
既

存
術
語
の
再
検
討
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
1
）　Jacques B

acot, Les M
o-so: Ethnographie des M

o-so, leurs 

Religions, leur Langue et leur Écriture, Leiden: E. J. B
rill, 1913.

（
2
）　

多
数
の
経
典
の
翻
訳
・
注
釈
（Joseph F. R

ock, “The Story of 

the Flood in the L
iterature of the M

o-so
（N

a-khi

）Tribe”, 
Journal of the W

est C
hina Border Research Society, 7, pp. 64–

82, 1935

な
ど
）
や
、
二
巻
に
亘
る
大
部
の
辞
書
（Joseph F. R

ock, 

A 1N
a-

2khi English Encyclopedic D
ictionary, Part I and II, R

om
a: 

Istituto Italiano per il M
edio ed Estrem

o O
riente, 1963, 1972

）

と
、
歴
史
史
料
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
当
地
の
地
理
・
歴

史
を
詳
細
に
記
し
た
書
物
（Joseph F. R

ock, The Ancient N
a-khi 

K
ingdom

 of Southw
est C

hina, Vol. I and II, C
am

bridge: H
arvard 

U
niversity Press, 1947

）
が
あ
る
。

（
3
）　

経
典
で
使
わ
れ
る
文
字
の
辞
書
と
し
て
、
李
霖
燦
『
麼
些
象
形

文
字
字
典
』（
国
立
中
央
博
物
院
籌
備
処
、
一
九
四
四
）
と
李
霖
燦

『
麼
些
標
音
文
字
字
典
』（
国
立
中
央
博
物
院
籌
備
処
、
一
九
四
五
）

（
後
に
併
せ
て
李
霖
燦
『
麼
些
象
形
文
字
・
標
音
文
字
字
典
』（
文
史

哲
出
版
社
、
一
九
七
二
）
と
し
て
再
版
）、
経
典
の
翻
訳
・
注
釈
と
し

て
李
霖
燦
・
張
琨
・
和
才
『
麼
些
經
典
譯
註
九
種
』（
国
立
編
譯
館
中

華
叢
書
編
審
委
員
会
、
一
九
七
八
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）　

喩
遂
生
ほ
か
『
俄
亜
、
白
地
東
巴
文
化
調
査
研
究
』（
中
国
社
会

科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
の
「
第
四
編　

応
用
文
献
編
」
や
、
山

田
勅
之
「
ト
ン
バ
文
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
ナ
シ
族
非
宗
教
テ
キ
ス

ト
」（『
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
五
、
二
〇
一
八
）
な
ど
。

（
5
）　

雷
宏
安
『
雲
南
省
中
甸
県
三
壩
公
社
納
西
族
宗
教
調
査
』（
中
国

社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
昆
明
工
作
站
ほ
か
、
一
九
九
二
）
一

二
頁
。

（
6
）　

雲
南
省
中
甸
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
『
中
甸
県
志
』（
雲
南
民
族

一
五
一
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出
版
社
、
一
九
九
七
）
六
三
頁
。

（
7
）　

和
継
全
『
白
地
波
湾
村
納
西
東
巴
文
調
査
研
究
』（
民
族
出
版

社
、
二
〇
一
五
）
四
八
頁
。

（
8
）　

和
鐘
華
「
中
甸
県
三
壩
区
白
地
郷
納
西
族
阮
可
人
生
活
習
俗
和

民
間
文
学
情
況
調
査
」（『
納
西
族
社
会
歴
史
調
査
（
三
）』、
雲
南
民

族
出
版
社
、
一
九
八
八
）。

（
9
）　

鮑
江
著
・
曹
咏
梅
訳
「
俄
亜
（
オ
ー
ヤ
ー
）
ナ
シ
族
の
宇
宙
観

と
ト
ン
バ
教
儀
式
「
開
路
」」（『
古
事
記
学
』
三
、
二
〇
一
七
）。

（
10
）　

漢
民
族
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
麗
江
の
ナ
シ
族
に
お
い
て

は
、
近
年
、
漢
語
で
記
し
た
家
譜
を
編
纂
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、

正
式
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
バ
コ
ー
が
木
氏
の
子

孫
が
所
蔵
す
る
も
の
を
書
き
写
し
た
『
木
氏
宦
譜
』
は
、
東
洋
学
者

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
よ
っ
てT’oung pao, Vol. X

III

（1912

）
に
紹
介
さ
れ
、
ま
たLes M

o-so

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ロ
ッ
ク
は
、
こ
れ
と
同
一
の
テ
ク
ス
ト
を
含
む

二
種
の
『
木
氏
宦
譜
』
に
つ
い
て
、The Ancient N

a-khi K
ingdom

 

of Southw
est C

hina

で
詳
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
木
氏
宦
譜
』
の

テ
ク
ス
ト
と
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
村
井
信
幸
「
納
西
族
の
種
族

史
的
研
究　
　

土
司
の
系
譜
を
中
心
と
し
て
」（『
東
南
ア
ジ
ア　
　

歴
史
と
文
化
』
一
二
、
一
九
八
三
）
や
、
山
田
勅
之
『
雲
南
ナ
シ
族

政
権
の
歴
史　
　

中
華
と
チ
ベ
ッ
ト
の
狭
間
で
』（
慶
友
社
、
二
〇
一

一
）
の
第
二
章
を
参
照
。
ま
た
、
陶
雲
逵
は
「
関
於
麼
些
之
名
称
分

布
与
遷
移
」（『
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
七
（
一
）、

一
九
三
六
）
で
木
氏
の
系
譜
資
料
を
整
理
・
紹
介
し
て
い
る
。

（
11
）　

李
国
文
『
人
神
之
媒　
　

東
巴
祭
司
面
面
観
』（
雲
南
人
民
出
版

社
、
一
九
九
三
）
一
〇
八
〜
一
一
一
頁
、 

和
志
武
ほ
か
『
中
国
各
民

族
原
始
宗
教
資
料
集
成
・
納
西
族
巻
・
羌
族
巻
・
独
龍
族
巻
・
傈
僳

族
巻
・
怒
族
巻
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
四
一
六

頁
。

（
12
）　

和
尚
礼
氏
に
よ
れ
ば
、
三
壩
ナ
シ
族
郷
東
壩
村
日
樹
湾
の
習
を

姓
と
す
る
人
々
な
ど
が
家
譜
を
持
つ
と
い
う
。
東
壩
村
日
樹
湾
は
、

多
く
の
ナ
シ
族
と
は
言
語
や
習
俗
に
や
や
違
い
の
見
ら
れ
る
ラ
コ

（rerko

）
と
呼
ば
れ
る
支
系
が
住
む
が
、
恩
土
湾
の
習
家
は
そ
の
系

統
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
彼
ら
が
家
譜
を
持
つ
に
至
っ

た
経
緯
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
13
）　

李
霖
燦
「
釈
麗
江
木
氏
宗
譜
碑　
　

麼
些
民
族
的
歴
史
長
系
」

（
同
『
麼
些
研
究
論
文
集
』
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
四
）
一
九
一

頁
。

（
14
）　

李
霖
燦
・
和
才
「
麼
些
族
的
洪
水
故
事
」（
李
霖
燦
・
張
琨
・
和

才
前
掲
書
（
註
3
）
所
収
）
三
七
頁
に
基
づ
き
、
国
際
音
声
記
号
を

ナ
シ
文
字
規
則
に
変
換
。

（
15
）　

和
開
祥
・
李
例
芬
・
和
発
源
「
祭
天
・
遠
祖
回
帰
記
」（『
納
西

一
五
二
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ナ
シ
族
の
ト
ン
バ
文
字
に
よ
る
家
譜　
　

黒
澤

東
巴
古
籍
訳
註
全
集
』
一
、
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
―
二
〇

〇
〇
）
五
〇
頁
に
基
づ
き
、
国
際
音
声
記
号
を
ナ
シ
文
字
規
則
に
変

換
。

（
16
）　

白
鳥
芳
郎
「
父
子
連
名
制
と
爨
氏
の
系
譜
」（『
民
族
学
研
究
』

二
一
（
四
）、
一
九
五
七
）
な
ど
。

（
17
）　
『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
』
の
テ
ク
ス
ト
の
中
に
は
、
上
記
の
『
ツ
ォ
バ

サ
』
と
同
様
に
最
後
の
二
世
代
の
み
三
音
節
構
成
を
と
る
も
の
が
あ

る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。
黒
澤
直
道
『
ナ
シ
（
納
西
）
族
宗
教
経

典
音
声
言
語
の
研
究　
　

口
頭
伝
承
と
し
て
の
「
ト
ン
バ
（
東
巴
）

経
典
」』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
）
五
五
頁
の
経
典
テ
ク
ス
ト
E
は
そ

の
例
で
あ
る
。

（
18
）　

李
霖
燦
前
掲
論
文
（
註
13
）
一
八
一
頁
、
李
霖
燦
前
掲
書
（
註

3
、
一
九
七
二
）
IV
頁
。

（
19
）　

李
霖
燦
前
掲
論
文
（
註
13
）
一
八
五
〜
一
八
九
頁
。
明
朝
に
木

姓
を
下
賜
さ
れ
た
阿
甲
阿
得
よ
り
、「
木
得
」
の
よ
う
に
漢
式
の
氏
名

を
併
せ
持
つ
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
20
）　

王
文
韶
（
修
）『
続
雲
南
通
志
稿
』（
文
海
出
版
社
、
一
九
六
六
）

巻
一
五
九
「
南
蛮
志
」（
九
四
七
三
〜
九
四
七
五
頁
）。

（
21
）　
『
木
氏
宦
譜
』
の
系
譜
に
は
、
こ
の
他
に
楊
慎
に
よ
る
序
文
の
中

に
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
（
張
永
康
・
彭
暁
主
編
・
雲
南
省
博
物
館

供
稿
『
木
氏
宦
譜
』（
雲
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
九
〇
〜
九
四

頁
）。
こ
の
系
譜
で
は
、
葉
古
年
、
秋
陽
、
陽
谷
、
谷
工
、
工
蒙
、
蒙

汪
、
汪
完
、
完
濃
、
濃
可
、
可
同
…
…
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
二
文

字
の
父
子
連
名
制
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
概
ね
『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』

の
系
譜
の
二
文
字
目
と
四
文
字
目
に
あ
た
る
。
両
者
の
文
字
に
は
差

異
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
発
音
の
や
や
近
い
も
の
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ナ
シ
語
の
同
一
の
音
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
漢

字
で
記
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
の
仕
方
は
、
二
文
字

目
と
四
文
字
目
こ
そ
が
本
人
の
名
前
そ
の
も
の
で
あ
り
、
一
文
字
目

と
三
文
字
目
は
、
接
頭
辞
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
陶
雲
逵
は
、『
続
雲
南
通
志
稿
』
と
楊
慎
に

よ
る
序
文
に
見
え
る
系
譜
を
、『
木
氏
歴
代
宗
譜
碑
』
の
「
減
写
」
と

見
做
し
て
い
る
（
陶
雲
逵
前
掲
論
文
（
註
10
）
一
二
四
頁
）。

（
22
）　

村
井
前
掲
論
文
（
註
10
）
四
二
頁
。

（
國
學
院
大
學
文
学
部
・
教
授
）

一
五
三



s continued to maintain relations with 
-

vice and political hostages. When the s rebelled, the Timurids 

-

-
lowed by all succeeding amirs of the Timurid Dynasty. While the Timurid 

the administration of their regime and religious affairs, tax collection never 

-
-

tinations of taxation, dispatch of tax collectors and military service, while 

The Dongba Script Genealogy of the Naxi: 
 found in the Sanba Naxi Township of

Diqing Tibetan Autonomous Prefecture

KUROSAWA Naomichi 

     The Naxi ethnic group in southwest China is famous for its peculiar 
pictographic scripts—Dongba Scripts. For many years, scholars thought that 
Dongba scripts were only used for Dongba religious texts, which were chanted 

iii



-
tures, such as the Naxi neighborhood in the Diqing Prefecture, Yunnan prov-
ince, it was found that some Dongba scripts were used for non-religious pur-
poses. In this paper, the author describes the reading sounds in the Naxi 
language and the Japanese interpretation of  
written in Dongba scripts, found in the Naxi township of Diqing Prefecture, 
and compares them with other texts of the Naxi genealogy.
     Generally, Dongba scripts are written in rectangular handmade papers. 
Pictographic scripts are divided into frames and are laid out in one frame al-
most freely. Seen from the sequence of frames, Dongba scripts are basically 

, handmade papers are also 
used in rectangular style, but the scripts are written in vertical lines. This is not 
the ordinary writing style found in Dongba scripts. A possible explanation 

, the ancestors’ names 
are basically identical to the names in other texts of the Naxi genealogy, but 
some names have unique features, which will aid in the understanding of the 
variation of names in other texts of the genealogy. After the second part, few 
names given on the father-child principle are found, which are characteristic 
in other texts of the Naxi genealogy. On the other hand, several constituents, 

feature can also be found in some names of the ancestors in other texts of the 
Naxi genealogy, it is hoped to give a clue that reveals social changes of the 

-
ering these features of genealogies, the author points out that the discovery 
and examination of non-religious texts of the Naxi may help to clarify the 
condition of their society in the pre-modern times.

iv
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